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研究成果の概要（和文）：本研究は、近現代のドイツ政治外交史を一次史料に基づいて実証的に分析し、ドイツ
の「和解」外交とヨーロッパ地域秩序形成との関係について検討したものである。たとえば研究代表者の板橋
は、西ドイツ初代首相のコンラート・アデナウアーの対イスラエル「和解」外交が、「西側結合」という地域秩
序形成構想と密接に結びついていることを明らかにした。本研究の成果は多岐にわたるが、たとえば板橋による
『黒いヨーロッパ』（吉田書店、2016年、日本ドイツ学会奨励賞受賞）などが挙げられよう。

研究成果の概要（英文）：In order to (re-)examine the history of modern German foreign policy, we 
considered how Germany’s foreign policy of “reconciliation” was interconnected with the making of
 European order. For example, Itabashi analyzed the West German policy towards the State of Israel 
by Konrad Adenauer, the first chancellor of the FRG, and found out that a conclusive motive for the 
Compensation Treaty with Israel was the concern that without such an action Germany’s integration 
into the West would be endangered. We published a number of books and articles, e.g. “Black 
Europe” (Tokyo, 2016) by Itabashi.

研究分野：国際政治史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

（1）着想に至った経緯 

研究代表者の板橋は、第二次世界大戦後の
ドイツ連邦共和国（西ドイツ）の国是とされ
た「西側結合」路線の研究に従事してきた。
そうした研究を通して見えてきたのは、アデ
ナウアー時代の西ドイツが進めたイスラエ
ルやフランスとの「戦後和解」外交は、自国
を安定したヨーロッパ地域秩序に編入する
ために遂行されたということである。 

確かにドイツは、「戦後和解」に「成功」
した「モデル」と賛美されることも多い。し
かし留意すべきは、既存のドイツの「過去の
克服」をめぐる議論や学術的研究は、きわめ
て「道徳」的・「倫理」的、あるいは法的な
次元で行われてきたことである。従来のドイ
ツの「過去の克服」や「和解」をめぐる議論
で欠けているのは、ドイツ外交の担い手たち
が、国際社会あるいはヨーロッパ地域秩序に
おける自国の立場を考慮しながら「和解」外
交を進めてきたという視点、すなわち「和解」
を権力政治・国際政治の所産として見る視点
である。 

そして、こうした「政治としての和解」と
いう視角は、アデナウアー時代のみならず、
近現代を通じて有効なものであるという着
想に至った。すなわち、近現代ドイツ外交の
歴史を、「和解」によるヨーロッパの地域秩
序形成の歴史として捉え直すことが可能な
のではないか。以上の着想から、本研究は、
「政治としての和解」という視角から、近現
代ドイツとヨーロッパ地域秩序形成の歴史
の巨大なうねりを描くことを試みた。 

（2）国内外の研究動向 

こうしたドイツ外交史における「和解」の
重要性は、必ずしも本国ドイツでも研究が進
んでいるとは言えない。無論ドイツにおける
外交史研究の蓄積は分厚いものがあるが、
「和解」研究とは断絶してしまっている感が
あり、これら二つの研究潮流を接続する必要
があるだろう。また、現在の日本国内の研究
は、実証研究のレベルで、ドイツ（あるいは
アメリカなど）の研究水準をキャッチアップ
しているとは言い難い（間接的な理由として、
歴史学における社会史の優勢、ヨーロッパ政
治研究における比較政治学の隆盛が挙げら
れる）。 

そこで、ドイツ政治外交史研究の深化の必
要性を常日頃感じ、定期的に相互対話を行っ
てきた同世代の板橋拓己、飯田洋介、妹尾哲
志、葛谷彩、北村厚、河合信晴（全員がドイ
ツ政治外交史の領域で博士号を取得してい
る）が、研究のインフラ整備とドイツ政治外
交史の全体像を提示するための研究グルー
プを立ち上げた。本研究は、そうした日本に
おける若手のドイツ政治外交史研究者のネ
ットワークによる、共同研究の試みである。
「政治としての和解」という視座も、研究代
表者の個人的な思い付きではなく、相互対話
から生まれたものに他ならない。 

 

２．研究の目的 

本研究は、ドイツの「和解」外交を一次史
料に基づいて実証的に分析し、近現代ドイツ
とヨーロッパ地域秩序形成との関係につい
て明らかにしようとするものである。本研究
の目的は二つある。第一は、ドイツの「和解」
外交に関する重要史料を収集・整理し、史料
情報を研究状況とともに紙媒体及びウェブ
媒体で公開することによって、日本で立ち遅
れているドイツ政治外交史研究のインフラ
を整備することである。第二は、そうした史
料研究を基にして、ドイツの「和解」外交と
ヨーロッパ地域秩序形成の関係を体系的に
把握する視座を獲得することである。 

 

３．研究の方法 

本研究の基本的な研究方法は、①重要一次
史料・二次文献の収集・整理・公開、②個別
研究の深化、③各研究の比較・総合である。
なかでも本研究の特色は、少人数の組織によ
る緊密な情報交換と相互対話である。ウェブ
を通じた日常的な意見交換はもちろん、全員
が集まる研究会合を年 2回、計 5回行った（開
催場所はすべて成蹊大学）。 
 

４．研究成果 
（1）平成 27 年度の研究成果 
①理論枠組みと論点の共有。予定通り、年 2
回、全体研究会合を開催し（2015 年 9 月 12
日および 2016 年 3 月 25 日）、研究メンバー
間で綿密な討議を行い、先行研究の咀嚼と視
座の摺り合わせを行った。 
②史料の収集と発信。研究代表者・分担者が
協力して、ドイツ政治史関連の史料を収集し
た。とくにアデナウアー時代のドイツ外交関
連史料については、研究代表者がミュンヘン
のハンス・ザイデル財団が管轄する ACSP お
よび、ボンのコンラート・アデナウアー財団
が管轄する ACDP で史料収集を行った。また、
史料・文献情報のウェブ公開を開始した。 
 
（2）平成 28 年度の研究成果 
①理論枠組みと論点の共有。予定通り年 2回、
全体研究会合を開催し（2016 年 8 月 24 日お
よび 2017 年 3 月 28 日、於・成蹊大学）、研
究メンバー間で綿密な討議を行った。 
②史料の収集と発信。基本的な文献について
は整理して研究会ウェブサイトにアップし、
また一次史料に関しては、各人がドイツ（お
よびイギリス）の文書館に出張して収集に努
めた。 
③研究拠点のさらなる整備とネットワーク
の形成。とりわけ、2016 年 9 月から研究代表
者の板橋が、ケルン大学歴史学科の歴史教授
学・ヨーロッパ統合史講座の客員研究員を務
め、ドイツの研究者との情報交換・ネットワ
ーク形成を進めた。また、日本国際政治学会
などで本研究会メンバーが積極的に研究成
果を報告した。 



④個別研究の深化。上記のように全体の問題
意識をすり合わせつつ、各人が個別の研究を
深化させた。とりわけ当該年度の大きな成果
としては、研究代表者の板橋による単著『黒
いヨーロッパ』が挙げられる（のち 2016 年
度日本ドイツ学会奨励賞を受賞）。また、研
究分担者の飯田洋介や葛谷彩が、それぞれド
イツ語の共著書を公刊するなど、国際的な発
信も行った。 
 
（3）平成 29 年度の研究成果 
①論文集刊行に向けた、研究会合での理論枠
組みと論点の共有。2017 年 8 月 9 日の研究会
合において、各自がこれまでの研究成果を原
稿として持ち寄り、相互検討を行った。 
②研究成果の公刊。上記のように全体の問題
意識をすり合わせつつ、各人が研究成果を公
表した。たとえば、研究代表者の板橋は、「和
解」を阻害する一要因としてポピュリズムに
着目し、世界的に重要な研究であるヤン＝ヴ
ェルナー・ミュラー『ポピュリズムとは何か』
を訳出した。そのうえで、現代ドイツの内政
的側面を「変調するドイツ政治」という論文
に、外交的側面を「『西側結合』の揺らぎ」
という論文に、ヨーロッパ地域秩序形成との
関係を「新しい『ドイツ問題』」という論文
にまとめた。 
③研究組織全体の論文集の公刊準備。本科研
の研究成果としての論文集の公刊準備を進
めた。2018 年度中に吉田書店から刊行される
予定である。 
④研究成果の国際的発信。研究代表者の板橋
が、ケルン大学歴史学科客員研究員として、
研究成果の国際発信に努めた。たとえば、
2017年 10月 27日にハンブルクで開催された
国際シンポジウムで研究成果を報告した。 
⑤政治学・国際関係論・外交史・西洋史研究
への寄与。研究代表者である板橋が『国際政
治史』（有斐閣）を、分担者である北村厚が
『教養としてのグローバル・ヒストリー』（ミ
ネルヴァ書房）を公刊し、ひろく国際政治史
等の隣接分野へも貢献を目指した。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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